
　

市
で
は
、「
み
ん
な
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
健
幸
な
ま
ち　

宇

陀
市　

～
輝
く
歴
史
と
文
化
の
息
づ
く
ま
ち

～
」
と
し
て
将
来
像
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
基
に
「
１
．
健
幸
な
ま
ち
」「
２
．

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」「
３
．
活
力
あ
る
ま

ち
」「
４
．
生
涯
輝
く
ま
ち
」「
５
．
自
然
豊

か
な
ま
ち
」「
６
．
地
域
力
を
発
揮
す
る
ま
ち
」

の
６
つ
の
目
指
す
ま
ち
の
姿
の
実
現
に
向
け

て
、
様
々
な
分
野
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
や
健
康
福
祉
（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
）、
環
境

な
ど
、
特
に
市
民
生
活
に
関
係
の
深
い
本
市

の
団
体
向
け
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
と
り
ま
と
め

た
「
地
域
づ
く
り
支
援
メ
ニ
ュ
ー
」
を
作
成

し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

冊
子
化
せ
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

閲
覧
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最

新
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
紙
媒
体
で
の
提
供

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
企
画
課
に
て
配
布

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　

官
民
連
携
に
よ
り
、「
と
も
に
支
え
合
い
、

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
促
進
し

て
い
く
た
め
、
本
冊
子
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

地
域
づ
く
り
支
援
メ
ニ
ュ
ー

  

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
！

応
援
し
ま
す
う
だ
ぢ
か
ら
（
市
民
活
動
）
！

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
4
）

宇
陀
市
　
地
域
づ
く
り
支
援

R 元年度版

　

4
月
19
日
（
金
）
東
吉
野
村
役
場

に
お
い
て
、「
松
阪
市
・
東
吉
野
村
・

宇
陀
市
観
光
交
流
連
携
協
定
締
結

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
阪
市
・
東
吉
野
村
・
宇
陀
市
は
、

国
道
１
６
６
号
に
よ
っ
て
三
重
県
と

奈
良
県
を
結
ぶ
ル
ー
ト
と
し
て
つ
な

が
っ
て
お
り
、
相
互
に
自
然
・
歴
史
・

文
化
な
ど
の
資
源
を
活
か
し
た
地
域

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
協
定
は
、
同
路
線
を
軸
に
し
た

交
流
人
口
の
増
加
や
移
住
・
定
住
を

促
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
協
定
に
基
づ
き
沿
線
の

自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
の
資
源
を

活
か
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
、
道
の
駅
を
中

心
と
し
た
情
報
発
信
お
よ
び
産
業
振

興
、
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
の
情

報
交
換
や
情
報
提
供
お
よ
び
民
間
交

流
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
は
、
１
６
６
号
の
沿
線
の
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
を
作
製
す
る
予
定
で
す
。

　

締
結
式
で
髙
見
市
長
は
「
歴
史
や

自
然
な
ど
の
観
光
資
源
を
、
こ
の
連

携
を
通
し
て
互
い
に
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

写真左から▶
宇陀市 髙見市長
松阪市 竹上市長
東吉野村 水本村長
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2
市
1
村
が
国
道
１
６
６
号
を
軸
に
連
携
！ 

　
 

観
光
交
流
連
携
協
定
を
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        　
問
商
工
観
光
課
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

「宇陀市部落差別をはじめとするあらゆる差別の
  解消の推進に関する条例」を施行しました

　平成 28年に「障害者差別解消法」「ヘイトスピーチ解消法」「部落差別解
消推進法」の人権３法が施行されました。
　このことを受け、市が人権尊重のまちづくりを目指すため、「宇陀市にお
ける部落差別撤廃とあらゆる差別をなくすことを目指す条例（平成 18年施
行）」を、この度、新たに「宇陀市部落差別をはじめとするあらゆる差別の
解消の推進に関する条例」として一部改正し、平成 31年 3月 25日の宇陀
市議会で可決され、4月 1日から施行しました。

「市民１人１人が差別の存在およびこ
れらの差別を許されないものとして認識し、
解消する必要性について理解を深めることが
できるように努め、人権を大切にし、誰もが
尊重される共生の宇陀市を実現させることを
旨として行われなければならない」と基本理
念を定めています。人権は誰にとっても身近で大切なもの、そして互いの

努力によって守られるものです。しかし社会には依然、
様々な人権侵害が後を絶たない現実があります。

私たちには、人権に関する学びなどをとおして、人権
感覚を身につけることが大切です。そして、互いに人
の痛みやつらさを自分に置き換えて感じられる力を育
てていきたいものです。

この条例では、法の下の平等を定める
日本国憲法、世界人権宣言、部落差別解消推
進法等関係法令を踏まえて、基本理念を定め、
市および市民の責務を明らかにし、人権が尊
重され、差別のない平和で明るい地域社会を
実現することを目的としています。

第1条

第2条

これって、
どういう内容？

第 1条では目的を、第 2条では基本理
念を定め、そのほかの条文では、相談体
制の充実、施策の総合的・計画的推進、
実態調査などを定め、目的実現に向けた
道筋を示しています。

◀人権イメージキャラクター
人 KEN あゆみちゃん

「人権」とは「すべての人々
が生命と自由を確保し、そ
れぞれの幸福を追求する権
利」「人間が人間らしく生き
る権利で、生まれながらに
して持つ権利」のことです。

人権イメージキャラクター▶
人 KEN まもるくん

子どもフェスタにて、人権推進委員の
方々による人権紙芝居の様子▲▶

部落差別をはじめとする

あらゆる差別の解消の推進へ！
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問人権推進課
（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）
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市
内
で
が
ん
ば
る
事
業
者
さ
ん
を
応
援
！ 

　

中
小
企
業
の
事
業
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             　
　
問 

産
業
企
画
課
（
☎
82
・
５
８
７
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
５
）

　
市
で
は
、
市
産
業
お
よ
び
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
内
の
中
小

事
業
者
な
ど
が
行
う
施
設
改
修
、
設

備
投
資
、
ま
た
国
の
補
助
事
業
を
取

得
す
る
た
め
に
必
要
な
外
部
委
託（
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託
）
な
ど
に

対
し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
対
象
】
全
項
目
共
通

○
市
内
で
、
日
本
標
準
産
業
分
類
に
定

め
て
い
る
大
分
類
の
う
ち
、製
造
業
・

卸
売
業
・
小
売
業
・
宿
泊
業
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
お
よ
び
生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
を
営
む
中
小
企
業
者

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と 

な
ど

【
補
助
額
】

■
施
設
改
修
、
設
備
投
資

　

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
の

額
で
、
上
限
１
０
０
万
円
。
た
だ
し
、

補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
が
50
万
円

以
上
の
も
の
に
限
る

■
外
部
委
託
等

　

補
助
対
象
経
費
の
全
額
。
た
だ
し
、

上
限
20
万
円

【
補
助
対
象
経
費
】

■
施
設
改
修

　

市
内
事
業
者
と
契
約
し
て
行
う
既

存
施
設
の
改
修
工
事
費
で
、
次
に
掲

げ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

○
住
宅
部
分
ま
た
は
施
設
と
別
棟
の

倉
庫
、
駐
車
場
等
の
改
修
工
事

○
造
園
、
門
扉
、
塀
又
は
外
構
の
み

の
工
事

○
下
水
道
接
続
の
み
と
な
る
配
管
工
事

○
住
宅
を
含
む
場
合
の
合
併
処
理
浄

化
槽
設
備
工
事

○
施
設
改
修
工
事
を
伴
わ
な
い
解
体

工
事

○
施
設
改
修
や
内
装
改
修
を
伴
わ
な

い
電
化
製
品
等
の
取
替
工
事

■
設
備
投
資

　

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
設

備
投
資
費

○
取
得
価
格
が
ひ
と
つ
に
つ
き
10
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と

○
事
業
の
拡
大
や
生
産
効
率
の
向
上

ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
り
、
直
接
的
に
事
業
の
用
に
供

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

○
中
古
品
ま
た
は
リ
ー
ス
契
約
に
基

づ
く
も
の
で
な
い
こ
と

○
市
内
の
施
設
に
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と

■
外
部
委
託
等

　

国
へ
の
補
助
金
申
請
の
た
め
の
外

部
へ
の
委
託
経
費
お
よ
び
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
委
託
経
費

【
申
請
期
間
】
6
月
3
日
（
月
）
～
28

日
（
金
）
ま
で

【
審
査
】
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を

行
い
ま
す
。

宇
陀
市
が
ん
ば
る
中
小
企
業
支
援
事
業
補
助
金

▲昨年度、同補助金により宇陀化成工業で
　導入された新大型成型機

奈良県ホームページ「土砂災害警戒区域等の指定状況」
　（http://sabo-yr-etsuran.pref.nara.jp/）
でも閲覧していただけます

奈良県では今年、土砂災害防止法（土砂災害から地域
の皆さんの生命を守るための法律）に基づき、菟田
野地域および室生地域における土砂災害特別警戒区域
（レッドゾーン）が指定されました。

指定状況の公表により、土砂災害のおそれがある区域
をお知らせすることで、地域の皆さんには自主避難や
防災活動などに役立てていただくことができます。

指定区域の情報については、宇陀市危機管理課、菟田野・
室生地域事務所、奈良県中和土木事務所で閲覧できます。

なお、大宇陀地域、榛原地域についても、今年中に指
定される予定となっています。

土砂災害特別警戒区域
（レッドゾーン）の指定について

　危機管理課主幹　吉岡▶
　奈良県広域消防組合
　消防本部より出向

問危機管理課
（☎ 82・1304 ／ IP ☎ 88・9070）
問奈良県中和土木事務所計画調整課

（☎ 0744・48・3071）

防災の基本は、まず自分たち
の地域の状況を把握すること
です。「自助・共助」を心がけ、
みんなで防災に負けないまち
づくりを目指しましょう。

「安全・安心メール」への登録
もお願いします。

※土砂災害特別警戒区域（通称 : レッドゾーン）とは

土砂災害警戒区域（通称：イエローゾーン）の中でも、
土砂災害が発生した場合「建築物に損壊が生じ、住
民の生命または身体に著しい危害が生じるおそれが
ある区域」で「一定の開発行為や居室を有する建築
物の構造が規制されている土地の区域」のことです。



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

宇
陀
市
初
の
快
挙
！

　

各
都
道
府
県
で
の
審
査
を
通
過
し

た
、
全
国
の
自
治
体
広
報
紙
が
集
ま

る
中
、
今
回
、
宇
陀
市
が
初
め
て
入

選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
内

で
3
年
連
続
の
選
考
と
な
っ
た
本
市

が
出
展
し
た
の
は
「
広
報
う
だ
平
成

30
年
12
月
号
」。
こ
の
号
で
は
、「
ボ

ク
に
と
っ
て
の
あ
た
り
ま
え
」
と
題

し
、
近
年
よ
く
耳
に
す
る
「
発
達
障

害
」
を
特
集
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
る
広
報
紙

　

私
た
ち
は
「
広
報
紙
づ
く
り
に
住

民
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
特
集
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
中

西
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
市
の
広
報
紙
と
し
て
、
ど
ん

な
こ
と
を
伝
え
た
い
か
？
伝
え
る
べ

き
か
？
を
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
中
西
さ
ん

―
―
紙
面
を
と
お
し
て
、「
自
閉
症
の

障
が
い
を
抱
え
る
哲
亜
の
よ
う
な
子

ど
も
が
、
皆
さ
ん
の
身
近
に
い
る
ん

だ
よ
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
か
っ
た
し
、
同
じ
よ
う
な
お
子

さ
ん
を
抱
え
る
家
族
の
方
の
思
い
も

少
し
は
代
弁
で
き
た
ら
、
と
取
材
に

協
力
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、実
際
に
紙
面
を
読
ん
で
「
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
や
「
子

ど
も
と
一
緒
に
読
ん
だ
」
な
ど
、
市

民
の
方
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
自
身
も
、
こ
の
よ
う
に

公
的
な
媒
体
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と

で
、
活
動
の
場
や
人
の
輪
が
広
が
っ

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

特
集
を
担
当
し
た
広
報
担
当
者 

岡
本

―
―
身
近
な
こ
と
だ
け
ど
、
あ
ま
り

詳
し
く
知
ら
れ
て
い
な
い
障
が
い
に

つ
い
て
、
以
前
か
ら
「
何
か
市
民
の

方
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
取
材
を

と
お
し
て
、
知
る
こ
と
の
大
切
さ
や

一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
方
に
は
、
い
つ
も
取
材
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
時

の
出
会
い
（
縁
）
に
は
い
つ
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
広
報
紙
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
陀
市
ス
タ
イ
ル
の
広
報
紙

　

こ
れ
ま
で
紙
面
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
、
お
話
だ

け
で
な
く
、
ア
イ
デ
ア
や
ご
意
見
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
時
に
は
紙
面
を
彩
る
モ

デ
ル
に
も
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
協
力
に
よ
る
賜
物
だ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

本
紙
は
、
決
し
て
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
で
も
な
い
し
、
ま
だ
ま
だ
見
直
す

べ
き
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
姿

や
思
い
を
紹
介
す
る
、
紙
面
に
市
民

が
登
場
す
る
の
が
「
宇
陀
市
に
と
っ

て
の
あ
た
り
ま
え
」
の
キ
ラ
リ
と
光

る
広
報
紙
を
目
指
し
て
職
員
一
同
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　（
秘
書
広
報
情
報
課
　
担
当
：
植
松
）

特 別 編

▲特集「ボクにとってのあたりまえ」を担当した秘書広報情報課 岡本（写真右）と
　取材に協力いただいた中西さんファミリー哲亜くん・海七くん・依理子さん（大宇陀）

広
報
う
だ
（
平
成
30
年
12
月
号
）
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